
双六のルール 熊本城の七不思議を調べながら、ゴールをめざせ‼

熊本城の七不思議

① 不開門
丑寅の方角は鬼門と呼ばれ、古くから邪気が出入りするところと考えられてきました。築城にあたって門は造られましたが通常は閉鎖されていました。
不開門が開く時は、死人の搬出時だけだったといわれています。

② 法華坂の妖怪・重箱婆
天守閣に向かう法華坂には、重箱婆と呼ばれる妖怪が出るといわれていました。重箱を持った婆が「ご馳走はいらんかえ」といい、石を担がせるというのです。
また、ある旅人は坂にあった茶屋で、のっぺらぼうの重箱婆に会ったという話が伝わっています。

③ 銃くれ井戸
城に鎮台があった時、ある兵が居眠りをし銃を無くして、その責任を感じ、城の井戸に身を投げました。それ以来、「銃をくれ」という幽霊の声が、その井戸から
聞こえるようになったと伝わっています。その井戸は西出丸のとも棒庵坂のだともいわれています。

④ 数寄屋丸の地図石
「地図石」と呼ばれる石畳があります。城内で唯一、石を平面に加工させて組まれており、熊本城の縄張りを表すとも、日本の地図とも、城下町の地図とも
いわれています。また、石が99個使われていることから、城の長寿を願ったまじないだともされています。

⑤ 首掛け石
父の仇である加藤清正を討つために横手の五郎が自分の怪力を見せ、築城に参加するため、首に石を掛けて運んだものだといわれています。結局、五郎は清正の命を
狙っていることがばれてしまい、井戸に生き埋めにされてしまったと伝わっています。

⑥ 大銀杏
築城にあたって、清正が銀杏をに植えた時、「この銀杏の木が天守と同じ高さになった時、この城で戦が起こるだろう」といったとされています。そして、西南
戦争で熊本城が戦場になった時、この銀杏は天守閣と同じ高さになっていたと伝わっています。

⑦ 昭君の間
本丸御殿の中に「昭君の間」と呼ばれる部屋があり、前漢の時代、匈奴に嫁がされた王昭君が壁に描かれていました。この「昭君の間」は「将軍の間」の隠語で、
豊臣秀吉の児・秀頼を迎え入れるための部屋で、抜け穴や籠城対策があったといわれています。

注意事項
この双六で使用されているイラストはインターネットで配布されているフリー素材のものです。そのため、営利目的等で利用することは作者の許可なくできません。
また、ひごまるは熊本市のキャラクターで、許可なく二次利用することはできません。

1番 2番 3番 4番 5番

※　サイコロとひごまるのコマは、切り取って使ってください。

熊本博物館

①不開門
（あかずのもん）

※門が開かず、２
回休み

⑥大銀杏
（おおいちょう）

※銀杏が天守閣の
高さになり、ス
タートに戻る

②法華坂の妖怪
（ほっけざかのようかい)

重箱婆

(じゅばこばばあ）

※重箱婆にびっく
りして、3つ戻る

ゴール

スタート

※辛子蓮根を食
べ、元気が出て、2
つ進む

熊本城の七不思議

③銃くれ井戸
（じゅうくれいど）

※幽霊におどろい
て、サイコロを２
回振る

⑦昭君の間
（しょくんのま）

※秘密のぬけ穴から逃
げ出し、３つ進む

※一文字ぐるぐるを見
て目を回し、1回休み

④数寄屋丸の地図石
（すきやまるのちずいし）

※地図石の謎が解けて、３
つ進む

⑤首掛け石
（くびかけいし）

※横手の五郎に命を狙
われ、４つ戻る

※いきなり団子が
売り切れで、1回休
み

※馬刺しを食べ、
元気が出て、1つ進
む


